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4．1．中核的領域
　次の図3では，棒グラフが各期ごとのA群の合計を，折れ線グラフが分野別の推移を示してい
る。棒グラフの目盛りは左の縦軸，折れ線グラフの目盛りは右の縦軸である。横軸は2年単位の
発表年を示している。
　かつて，山崎（1990）は，77－80期と81－84期との間で，A群がわずかに増加しB群が14％落ち込
んでいることについて，「国語研究が文献の生産量という点でひとつの高原状態に達したのか，そ
れとも「国語年鑑の編集方針の影響なのかは，もうすこし時を経て調査してみないとわからな
いだろう」と指摘した。
　図3を見ると，中核的領域（A群）は89－90期には2，619本であったものが，91－92期には2，093
本になっていて，20％減少している。この減少の大きな原因としては，「原則として4頁以内のも
のは採らない」という採録基準の変更が考えられる。
　また，さきに示した図1を晃ると，1994年以降では，総文献数が緩やかに増加しているなかで，
中核的領域（A群）が横這い状態であることがわかる。このあたりの原因の正確な把握には，研
究者数・発表媒体数・1文献あたりの頁数などのデータを複合的に分析する必要があると思われ
る。これについては，機会を新たに分析することにする。
　ふたたび図3のA群各分野の推移を示した折れ線グラフを見てみよう。［文法］はA群の文献数
が減少している時期（89－90期→91－92期）でも増加を続けている。以後も，文献数を伸ばしその
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図3　A群総計：A群推移
伸び率が高い（85－86期486本→99－00期655本で34．6％増）。このことは，［文法］の文献数がいま
だ増加状況にあることを示している。このほか，［文章・文体］が，95一一96期以降わずかに伸びを
示している。これが～時的のものであるかどうか，今後の動向に注意したい。
　なお，89－90期→91一・92期の［文章・文体］［語彙・用語］などに見られる大きな減少は，さきに
も述べた採録基準の変更に関連している。［文章・文体］［語彙・用語］などでは1～2頁のもの
の割合も多かったために，「原則として4頁以内のものは採らない」という基準によって採録文献
数が減少する結果となった。
4．2．　関連領ま或
　関連領域は，図1の折れ線グラフを見ると，1991年に大きく減少し，近年は緩やかな増加の傾
向にある。
　図4は，棒グラフが各回ごとのB群の合計を，折れ線グラフが分野別の推移を示している。棒
グラフの目盛りは左の縦軸，折れ線グラフの目盛りは右の縦軸である。横軸は2年単位の発表年
を示している。
　全体的に文献数が減少した時期（89－90期→91－92期）に，編集方針の影響を受けて大きく落ち
込んだのが［国語教育1である。1992年から開始したデータベース化で処理する情報量を制限す
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図4　B群総計’8群推移
る際に，「原則として4頁以内のものは採らない」という基準が立てられた。それに加え，「関連
領域」のなかでも採録文献数の大きかった「国語教育」のうち，実践報告などを削ることになっ
た6。しかし，93－94期以降の関連領域の伸びにともなって増加してきている（93－94期285本→99－
00期743本で160．7％増）。現在，「総合的な学習」の導入など，学習指導要領の変革期でもある。
今後も［国語教育］は伸びを続けて，年鑑の最大分野を維持し続けると思われる。
　このほかに，［コミュニケーション］1雷語学］が関連領域のなかで上位を維持し続けている。［：コ
ミュニケーション］分野においては，1998年に「雷語・コミュニケーションを人間・文化・社会
との関わりにおいて取り上げそこに存在する課題の解明1を匿指した「社会言語科学会」が組織
されるなど，研究活動が活発になってきている。〔言語学］の視点からの研究も，国語学とは無縁
のものではない。「国語学会」においても，2000年には「日本語研究の将来と国語学会」という特
集（『国語学』200集・2000年3月刊行）を組み，そのなかでf国語学」か「H本語学」かという
問題も議論されている。また，2001年には機関誌『国語学』の体裁を原則横＝書きに改めたり，「「国
語学」と「日本語学」」と題した誌上フォーラムを連載したりしている。こうした動きからも，「国
語学」の範囲が従来のものよりも広がってきたことがわかる。
　［コミニニケーション1［言語学］には，中核的領域に含まれる内容の文献が多く存在するよう
になってきたというのが現状である。
5．まとめ
1985～2000年の年鑑のデータにもとづいて，研究の動向調査を行った結果，次のような傾向が
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わかった。
　A．1年平均では約2，755本の文献を採録してきたことになる。
　B，文献数は1991年にいったん減少している。これは，データベース化に際して「申核的分類」
　　　に採録の重点を置いたこと，1原則として4頁以内のものはとらない」という採録基準を設
　　　けたことの影響を受けている。
　C．文献数は1994年以降，緩やかな増加傾向にある。この傾向は今後も続くと思われる。
　D．16年間を合計して，上位を占める分野は〔国語教育（B群）］〔言語学（B群）］［語彙・用
　　　語（Aev）］［文法（A群）］〔コミュニケーション（B群）コの順である。採録数のうえでは，
　　　関連領域（B群）も上位に入っている。
　E．「中核的領域」の文献数は，近年，横這いの傾向にある。
　F．「中核的領域」のなかで［文法］が増加状況にある。
　G．閥連領域」の文献数は，近年，緩やかな増加の傾向にある。
　H．「関連領域」のなかで，［国語教育1が伸びを示し，［コミュニケーション］［言語学］が上
　　　位を維持している。〔国語教育〕［コミュニケーション］［言語学］分野の研究活動が活発に
　　　なってきていることに関連している。また，［コミュニケーション1［言語学］には，中核
　　　的領域に含まれる内容の文献が多い。
　以上，概略的ではあるが，近年の分野別文献数の動向調査からわかったことを述べた。今後も，
研究動向の調査を続け，分析対象を文献数以外にも広げることで，年鑑の編集に寄与できる資料
を提示して行きたい。
　冊子体文献一丁である年鑑では，分類項目が検索しやすさの決め手となる。現在の年鑑の分野
の分類は，目次を見るかぎりでは，1992年版を踏襲している。いっぽうで，論文数の動向は変化
してきている。「関連領域」のなかでの大分野となっている［国語教育1［コミュニケーション1［醤
語学］については，それぞれの分野の下位分類を増補・改訂するなど，近年の動向に対応が必要
な時期に来ているのではないかと思われる。また，分野として「社会轡語学」を立てるなど，分
類の枠組みそのものの見直しも課題となって行くであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1　『国語年鑑』は，2001年版（2001年12月刊行）で，48冊Eの刊行となった。
2　現在，編集は情報資料部門第1領域で行っている。
3　http：／／www2．kokken．go．jp／kokugokw／bunkenkw．htmlで公開されている。「国語学研究文総索引
データ第1．02版」は1999年4月23日付けで，£国語学研究文献総索引データ追加文献データNo．1
第0．9版」は2000年10月26日付けで公開されている。
4　A群・B群の呼称を，ここであえて変えた理磁は，周辺的分類」よりも「関連領域」のほうが
表現として中立的であると判断したからである。
5　この事実については，当時の担当者に直接照会した。
6　この事実についても，当時の担当者に直接照会した。
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